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A Passage to lndiaのテーマについてー

上野直蔵

「異った二つの cultureが真に理解し合い，愛し合うことが可能であろ

うか.J 西洋と東洋とは真に融合することができるであろうか. Rudyard 

Kipling (1865-1936)はすでに「東は東ラ西は西，両者相会うことはなか

るべし」と詠ったが，その彼は正真正銘の英国帝国主義支持者であった.

彼の著名の詩 TheRecessionalで彼は“ Lestw邑 forget円という refrain

を使っているが，その意味は「われわれは強固ではあるがラ神を忘れては

ならない」という英国民にたいする自戒の言葉であるにせよ，あくまでも

英国民は強者であるという無意識の前提に立っていわれたものであるからラ

強者にたいする自戒の言葉であることには間違いない. もし，当時， ~p度

人が「自分たちは謙遜でなければならない」という詩を書いたとしたら，

彼ば笑殺したことであろう Pierr巴 Loti(1850---1923)の書いた数々の日

本の印象ラ有名な「お菊さんJ(Madame Chrysantheme) 物語は西洋人

が東洋を見る態度としては，愛情のある方であるが，これとても根底には

「自分の理解できない珍らしい，可愛いもの」を観察しているという気持

がうかがわれる.決して， 日本人を自分たちと対等のものとしてみている

態度ではない.私はこの物語を思うにつけ，よく「枕草子」にある宮中の

女官が翁丸という犬を可愛がって，この犬が涙を流したとかいって「哀れ

み深し感に耐えて」いた話を思い出すほどである.

Cultu配の異った場合9 どの程度までの理解が相互に可能なのであろう

か， というテーマは西洋と東洋との場合ばかりでなく，同じ西洋という大
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きなカテゴリーの中でも起り得ることである.たとえばフアメリカという

cultureと， ヨーロッパという cultureとの間にもこの問題は起り得るの

である lienryJarnes (1843-1916)はこの問題をテーマとした幾つかの

すぐれた作品を残している。 アメリカとヨーロッパの cultur巴の相違は

Henry J arnes の大きな関心事の一つでーーもっとも大きな関心事:であっ

たともいえよう一一あった. 彼の考えるところによればラ 単純で一つの

rnoral standardしかもたない puritanicalなアメリカ人は真の人生の en-

joyrnentを知らない人種であって， 彼らアメリカ人は複雑で rnultiple

rnoral standard をもっヨーロッパの cultureを容易に理解することはで

きない. もし理解することができ，この難解なヨーロッパ人心理の正体を

つかむことができても，それは所詮，他所者として理解す{5にすぎないの

であって，彼ら自身がヨーロッパ人になりきることは不可能である.犬に

生れたものは猫になることはできない一一一これが HenryJamesの The

Ambassadorsのテーマであり，このような結論に HenryJamesが到遠し

たとき， Jarnesの心中にはアメリカの cultureよりもヨーロッパの culture

の方を一段高〈評価し， ヨーロッパの cultureの方を愛する心持ーがあった

ことは否めない. アメリカの cultureをヨーロッパの cultureよりも低

いとする見方は一般のアメリカ人のもつ気持である.Sinclair Lewis (1885 

-1951) もこの劣等感になやまされながらもラ しかも HenryJamesとは

異って，彼は「それでも私はアメワカを愛する.アメリカ人J:，誇りをも

て.J とその小説において呼びかけた人である.

E. M. Forster(1879ー〉のA Passage to lndia (1924) は cu1ture

の理解をテーマにしている点で， また9 心理的である点で HenryJames 

に似ている. もっとも Forsterは Jamesほどの深い内面的な掘り下げは

なし 従 っ て Jamesがもつような parenthesisの多い，暗示にみちた複

雑な表現をすることはできなかったし， また， Henry J amesほどの強い

restraintの力をもっていなかったから 9 その文章は時として空や星などの
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自然物を imageに使った stockexpressionによる表現過剰をみせている.

小説はすべて confiictをそのテーマとして扱う. この葛藤は歴史小説

・. .・
の場合のようにものとものとの confiictでもよい. 力と力との confiict

でもよい.近代の小説は心理の con企ictを扱うことが多い.その最も典型

的なものの一つは HenryJamesの小説であろう.そこでは人物の身の上

に何か起る.それが池中に小石を投げこんだように，その人物の心の中に

波紋を生じる. どのようにしてその波紋が起りヲ どのような形をその波紋

がとるか.それらが叙述され3 次に最も大切なこと その波紋が消えた

時，その人物の心の中はどのような変化変貌をとげているか が述べら

れるのである.何故となればヲ人間の心の中は池の水と異って，波紋が起

る前の状態と，起った後の状態とは異るからである.つまり，その人物は，

この confiictの結果として別の新しい心的状態に到着するからである.そ

れが以前の状態よりは成長した，よい状態に至ったかフ或は以前よりは退

化した9 悪い状態に達するかヲこれは作品によってさまざまである. Henry 

James の小説の場合は各人物は結果として， それだけ目覚め， 賢明にな

っている.その経験によって人間的成長をとげたのである.これに反して，

Theodore Dreiser (1871-1945)の作品やその他の naturalismないしは

realism の小説では出来事がその人物の生来もっていた弱さを引き出し，

その経験の結果として，その人物は detεriolateすることが多い.

A Passage to lndiaでは，この confiictを起させる外的な事件は Ma-

rabar Cavesにおいて， 英国女性の AdelaQuestedが印度人医師 Aziz

におそわれ，暴行されかけた， と誤解されたことである. この出来事をめ

ぐって，.英国人の中で，誰と誰とが，どのような態度をとったか9 また，

この出来事が Azizの無罪ということで結末をつげたとき Azizの心中

に，その後どのような変化が起ったか.関係英国人たちの中で， どのよう

な変化が起ったのであろうかを，この小説は述べている.
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Aziz， Fielding， Adela， Mrs Moore， Ronny， Godbole などというf国々

人を扱いながら，同時にこの小説はこれらの人物に普遍的な性格をあたえ9

先にのべたように，これらを二つの異った cultureに属する人々の相互理

解じ 愛情の限界と可能性を現わそうとしたものである. すなわち， 西

洋を代表する側としては， Adela Quested， Ronny Heaslop， Cyril Field-

ing， Mrs Moor巴， Miss Derek， McBryde夫妻， Major Cal1endar， Turton 

夫妻，および第三部に現われれる RalphMooreと Stel1aMoore等であ

りラ 他方， 東洋を代表する側としては Aziz，Godbole， Hamidullah等が

いる.

上述の西洋側←一一この場合は英国人側一ーの態度を五つに分けることが

できょう. すなわち RonnyHeaslop， Miss Derek， The McBrydes， 

Major CallendarパheTurtons 等によって代表される対印度の姿勢が一

つのカテゴリー， Adela Questedの印度にたいする姿勢がその二であり，

その三の姿勢は Fieldingのそれ MrsMooreの姿勢をその四とみるべ

し最後の第五のものとして第三部においてチヨット顔出しする若い姉弟

Stellaと Ralphがこれまた一つのカテゴリーを示している. このように

西洋側の五つの姿勢，態度が一方にあり，他方，東洋側には Azizによっ

て代表される態度と， Godboleによって代表される態度がある. これら双

方にからむものとして宗教の相違がある.すなわち西洋側のもっているキ

リスト教と，東洋側のもっているヒンズー教と国々教とであるから，物語

の構成としては，キリスト教，ヒンズー教，国々教という三要素をふまえ

て織りなされた cultureの相互関係であり西洋側の五つの態度と東洋側の

二つの態度との impactを扱ったものと言うことができる.そうして物語

は主に Azizの pointof vi巴w で語られているが， Fielding， Mrs Moore， 

Godbloe， Hamidul1ah等の観点も多少入りこみ， さらに作者の comment

も相当に多い.

x x x x x 
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ここで西洋側の五つの態度をみることとしよう.

(1) Ronny Heaslop， Miss Derek， The 1¥在cBrydes，Major Callendar， 

The Turtonsによって現わされるもの.

このクゃループは印度人を軽蔑しきっている.いわゆる Anglo司lndian(在

印英国人〉である彼らは印度に「印度人をよろこばすために来ているので

はなしこのいやな国を力によって治めるために来ている」のである(Ron咽

nyの言葉， p. 50). 彼らに言わぜれば印度人は無智， 無能力である. 印

度人の行動の一つ一つには，その裏によからぬ意図があると考えている.

例としてあげれば Azizが Mrs Mooreにたいして MajorCallendar 

を非難する MrsMoor巴は不用意にそれを Ronnyに告げる Ronny

はさっそくそれを MajorCallendarに告げねばならないという. 彼に言

わせると， Azizは MrsMooreにたL、して自分のえらさ加減を誇示する

ために Callendarの悪口を言ったか， または「点数をかせぐために」い

ったに相違ない， と考える. (p. 33)また， Azizははじめて Fieldingに

あった時，彼の友好的な態度に心うたれて Azizらしい情熱的な衝動にか

られてカラーの後どめボタン， それも純金の品ものを Fieldingにあたえ

てしまう.そのために彼自身のカラーは止らなくなってしまう.後でこれ

を見た Ronnyは iAzizはネクタイピンからスパッツまで， キチット非

の打ちどころなくつけていたが9 後のカラーの止めボタンを忘れていた.

いや実に印度人らしいことだ.小さなところをなおざりにする. この人種

特有の基本的なズボラだ.J (p. 80) と事情も知らずに酷評する. プリッ

ヂ@パーテイでは印度人と英国人とは別々のところに陣どって，決してお

互に話し合うことがない.英国人は印度人を知ろうともしない.

この小説は印度独立の前に，すなわち1924年に警かれたものであること

は記寵しておくべき事実であるが，何れにしても統治者としての西欧側の

非寛容性の代表的態度であり 9 正義の裁きをして行政官としては良吏であ

る Turton長官もこの古い支配者としての対印度観からまぬがれることは
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できなかった. Gかし，A. Passage to Indiaではこれらの人々は Ad巴la，

Fielding， Mrs Moore の態度をーそうきわ立たせるための background

にすぎなくて， 作者はもとより彼らを hopeless case として扱って問題

にはしていないし storyを通じて彼らの態度には何らの発展も見られな

L ¥ 

(2) 次に問題とすべきは AdelaQuestedの態度である. 彼女は Mrs

Mooreの初婚の息子である Ronnyと結婚することを目的とする交際のた

めに MrsMooreにつれられて印度にきたのである.彼女は印度にたいし

て先入観も偏見も持たす干にやって来た.彼女は印度人と友人になろうとし

てやって来た.それにもかかわらず，結果において彼女は失敗している.

何故だろうか. この疑問をとくカギは， ~皮女の“ 1 want to see the real 

India.円 (p.25) とL、う言葉にかくされている. この言葉にたいして An-

glo-lndianの夫人たちは「ま η 印度を知りたいなんて」とAdelaを酔狂

者扱いにするのであるが， 思IJの意味において Adelaのこの言葉は彼女の

limitationを示すものである.というのは，“ 1want to see the real India.円

という言葉は，若い，気負ったインテリらしい言葉で，まるで「英語独習

四週間」とか「ドイツ語を二週間でマスターする近道」とかいう書物のう

たい文句と同意異曲である.そこには北垣氏の指摘するように西洋的合理

主義の態度がうかがわれ，知的な理解があれば，すべての物事が解決する?

という考え方がひそんでいる二本当に印度を自分たちと対等の cultureを

もつものと考えたり，また，印度を愛したりするものには，このような気

負った態度をもってやって〈ることはないのである.しかも彼女は自分が

印度を見ることによって，全印度を理解できる，という自己の能力にたい

する過信がある.しかし少なくとも彼女は印度を知ろうという良き意図を

もっていたことは認めなければならない.

(め これに反して， Mrs Mooreの態度はもっと深〈キリスト教の愛に

根ざしたものである. 彼女は Mosqueで Azizと最初に出遇ったときか
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ら，他教の神をもうやまう態度をみせ，その人柄の温かさで Azizを魅了

する. 彼女は Ronnyの偏狭な態度に心をなやませ Ronnyに「あなた

は自分を神さまだと思っているのか」と責め 1印度はこの地上の一部で

す.そして神はわたしたちがお互に仲ょくするようにと，この地上にわた

したちを住ましめ給うたのです.神は一一愛です00..わたしたちが隣人を

愛するようにと，その隣人愛を示すようにと，地上に住まわしめ給うたので

す.神はどこでもお見通しですから，わたしたちが印度でそれを行ってい

るかどうかご存じです.J (p.51)と彼女はいう.被女は蜂にさえも“ pr巴t司

ty dear" と呼びかける. この彼女のキリスト教の愛は最後に敗北してい

る.その敗北とは，彼女が Azizの無罪を信じながらも，それを世間に向

って公表する勇気をもっていなかったことを指すのではない.彼女の敗北

はそれよりもずっと以前に起った.それは MarabarCavesで起った.

印度にたいして一応あたたかい友好的な態度をもっている Adelaおよ

び MrsMooreの愛が MarabarCaves において試練にあうことは極め

て深い意味がある M乱rabar Caves は彼らの印度観を試す場として，

symbolicalな意味をもっている. 普通の場所においては英国人と印度人

とは，その間;こ幾らかの空間をおいて接することができる. Mosqu巴にお

いてさえも MrsMoor巴と Azizとの間には 1， 2メートルの空間があ

ったであろう. まして bridgepartyで相会するときは英国夫人たちは印

度人とテニス@コートをはさんで対陣することができる.住居にあっては，

Chandraporeの英国人は山手の広壮な邸宅に居をかまえ， 下町のゴミゴ

ミした地区に住居をもっ印度人とは一マイルも離れていることであろう.

であるから，いくら親印英国人で、も本当の testにあうことはない. とこ

ろが直径5マイル位の Cav巴S に印度人とーしょに， しかも暗黒の中に入

ったとき， Adelaと MrsMooreとは本当の testにあったのである.そ

うして彼らは敗北したのである. というのは，彼らが真実に印度人を信じ

きっていないことが明らかになったからである. Mrs Moore の場合は洞
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穴の暗やみの中に立っていたとき，後から後からと 9 印度人の男女，子供

が入りこんできた.そのとき彼女をおそったのは恐怖と嫌悪とであった.

彼女は Azizのように西洋化した知的印度人を愛することはできたが，印

度の複雑多岐な，汚濁と多産とラ滑けいと悲哀とのすがたに皮膚で接した

とき，圧倒され，恐怖を感じた. ここに彼女のもつキリスト教の愛の限界

があった.彼女の隣人愛は汚い印度庶民にまで及ぼすものではなかった.

彼女をおそった本能的域悪感は彼女の隣人愛よりも更に強いものであった.

印度は彼女の理解を超えていた.

このように試諌の場で彼女は敗北した.その敗北は彼女以外の誰も目撃

していなかったし，知りはしなかった.けれども彼女自身が最もよく自ら

の敗北を知っていた.そのために彼女はすっかり心理的崩壊の状態となり，

も早 Ronny を非難する気力もなく Azizの無罪を信じながら 9 それ

を主張する気力もなくて，本国に帰る途中，印震洋上の船中で死ねのであ

る.この点で彼女のキリスト教の愛は，その能力に限界があるにせよ，少

くとも自己の敗北を惑じる能力と，罪障意識とを強くもっていたといえよ

っ.

Adelaの場合，彼女自身は洞穴で起ったことについて，それが自らの敗

北であるとはあまり気づいていない.しかし，彼女がその根底において，

Azizを信用していないこと， ひいては印度人を信用していないことを洞

穴の出来事は示してくれている. もし彼女が Azizでなくて英国人とーし

ょに洞穴に入ったなら，いくら彼女が突然，誰かにヲ!っぱられたような衝

撃をうけても.それが「暴行」という考え方に結びつかず， panicの状態

にはならなかったであろう.彼女は印度を少なくとも理解しようと思った

が，印度を真実には信じていなかった.そこに彼女の限界があった

ω 次は Fieldingの態度である. 彼は40歳を過ぎてから印度に住むよ

うになった中年の英国人で， Chandraporeの公立大学の学長である. 彼

は少しも人種的差別偏見をもっていない.印度人とも自由に交際し，むし
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ろ堅くるしく偏狭な英国人との交際よりも印度人との交際を好むゆえに英

国人 特に英国婦人たちーーから異端視されている.その理由はといえ

ば，英国人は英国人同志で結束していねばならないので9 印度人と交際す

るのは， もっての他だと在印英国婦人たちは考えていたからである. (pp. 

61-3)彼は遠慮のない英国人批評をしすぎる.社交礼儀を守らない. I白

人といっても本当に白いのではない. ピンクがかった灰色ですよー」 とあ

る白人をつかまえて言ったことで反惑をかう.被はlVlarabarCavesの事

件が起ったときに9 あくまでも Azizの無罪を信じ，在印英国人たちを敵

にまわしてまでも Azizをかばう.

このように印度人にたいして一視同仁の態度をもっ Fielding ですら，

第三部では Azizの信頼をつなぎとめることができない. Cavesの事件か

ら二年後に Mauのヒンズーの祭典で再会した授と Azizとは依然として

友人で、はあるにしても 9 所詮，東以東，酉は西，この二つの cultureが栢

合うことはないのである， という結論を生み出しているにすぎない.何故

であろうか.

Fieldingが何故真の東西両 cultureのかけ橋になりえなかったか， と

いうことについてラ作者は明確な回答を与えていない.しかし，所々にヒ

ントになる言葉を残している.それらをひろってみよう.

彼は無神論者であった.その行動は humanistであるが humanistの

愛には又その限界がある humanistの愛は， たとえば第三部のヒンズー

の愛にくらべたときに，その深さと包容力とにおいて劣るものである.彼

は自分の妻の Stellaとその弟 Ralphを指して「彼らは何物かを求めてい

る.妻とーしょにいると，まるで自分は半死ん半盲人であるような気がす

る.妻は何か知らんが求めている.われわれ(君 (Aziz)や MissQuested 

やわたしは何も求めていない〉はのろのろとしか進まないが，妻はちが

う.J (p. 313) という.すなわち Stellaや Ralphは本質的に Fielding

や Azizとは異うというのである. どのように異るかということについて
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作者は明言はしていないが，作の内容はそのヒントを与えている. この点

については次に Stellaと Ralphを論ずるところに譲りたい. ともかくも

Fieldingは真に東西のかけ橋となる資格をもっていない.一つには上述の

ように，彼には何か欠けたところがあり， humanistにすぎず〉また9 今

一つには彼は印度を真に愛し，理解するには年老いすぎている， という点

も考えねばならない. Chapter 32にはそれが暗示されている.彼は印度人

Azizが好きであったが，やはり休暇で英国に帰ったとき， 地中海の優雅

な風物に接しると，ボスホラス海峡以西のものはノーマルで，以東のもの

はノーマルではないラ と感じ，英国の六月の野の桜草やきんぼうげを見る

と，自分の心の中には枯渇してしまったと思っていた柔しいロマンティッ

クな気持が復活するのをおぼえるのである.要するに彼には英国人の根性

が深く沈澱しすぎていたのである. さらに Azizとの友情の阻こ、は一つ

には Azizの誤解によるものである. Azizは Fieldingが彼に Adelaにた

いして慰謝料をとってはいけない， というのを誤解して，それは Fielding

が Adelaと結婚したいからであろう. そのためには彼女が少しでも金持

ちであってほしいからであろう，と邪推する. Fi巴ldingの欠点は，この感

情的な印度人が激情をみせたときに，彼自らもカットなって対応してしま

うところにある.彼;ま Azizが本当は金銭にたいしては実に淡白であるこ

と (p.274)を知らなかった Azizが慰謝料に固執したのは実のところ

披が怒りの情にかられて， Adelaに復讐したくて言ったのであることを理

解しなかったのである. このようにして，善良ではあるがラあまり賢明で

ない humanistである Fielding もまた culture の橋渡しにはなりえな

かったのである.

(め この小説は「二つの cultureが愛し合うことができるか」という問

いかけにたいしてラ印度の空も地もラ山も馬も「否J とL、う答えを出して

いるところで終っている rまだ，時は来ないJ(No. Not yeのであり，

空は「そこでは駄目だJ CNo， not there.) といっている. この Notyet 
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であり， not thereであることは意味深いことで9 何時かの未来において，

この大地のどこかで，それが可能であることを言外に含めている.そして

将来 yesという答えがでることを暗示しているのが9 若い世代に属する

StellaとRalphである. この二人についてはヲ第三部に少しばかり述べら

れているばかりで，われわれはほとんど知る余地がないが，その僅かの言

及の中からも多くの hint をつかむことができる. 先ず彼らは Fielding

にいわせると「われわれとちがって何かを求めている人たち」である.彼

らは Adelaのように「印度をみたし、」 などと公言する気負った態度の持

ち主ではない.彼らは淡々と，ごく自然の態度で印度にきてヒンズー教が

好きだという. 高い cultureが低い cultureを視察するなどという態度

ではない.静かなラ落ちついた態度であり 9 若く flexibleであることが

察しられる.また Ralphは， Fieldingのように， 印度人が感情的に意地

悪の態度を見せても， カットなって，それに反ばつしたりすることはない.

Ralphが蜂に刺された. Azizはその手当をしにくるが， 西洋人にたいし

て bitterになってしまっている Azizは Ralphにたいして威丈高になる.

手荒く Ralphの傷を扱って， Ralphが痛いというと，患者のくせに文句

を言うのか，と Azizはどなる. そのとき Ralphは「そんな扱い方をし

ないで下さい」といい，その芦は「恐怖を含んでいたが弱々しい芦ではな

かった.」一瞬ののち， Azizは我にかえ札握手を求めて rわたしを不

親切だとはもう思いまぜんかJと尋ねる.若ものは「思わない」と答える.

「どうしてそれが分りますか.変な人だ.Jと Azizがいえば rすぐ分り

ます. このことだけはわたしにすくや分るのです.J と若ものは応じる. r初

対面の人でも，友人か，そうでないかが分るって ?Jと Azizがし、えば，

「そうですJ と若ものは肯定する. ここで Azizはよろこんで「それでは

君は東洋人だ」 という Azizの子供っぽい感情的な態度にたいして，

Ralphのそれはもっと円熟したものであった Azizが「両国民は友達に

なれない」と言っても， Ralphは「それは知っています.Jといい r母
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はあなたを愛していました.Jという. 彼は印度人にたいして威張らない

代りにタまた印度人を恐れてもいない.この感情に溺れず，てらわず，無

理に逆らわない若い世代がやがては真に二つの cultureの橋わたしになる

ことを，この小説は暗示しているようである.特にヒンズー教の祭典の河

渡御で， Fieldingが Stellaをのせてボートをこぎ，一方， Azizが Ralph

をのぞてボートをこぎ，このごつのボートが転ぷくして四人が池になげ出

されるところではヲその和解が暗示されているようである.

f皮らが MrsMooreの子供たちであることも意、味のあることで， limita回

tionのあるキリスト教の愛を母胎にして，より多くの適性をもった若い世

代が生れた，とも言うことができょう.

以上の西洋の culture に属する人々の五つの態度にたいしてラ 東洋の

cu1tureに属するものの皆〈度としては Azjzのそれと， Godboleのそれ，

さらに9 それらの飽にこの作品の背景として措かれている一般民衆の態度

がある. Aziz の場合は回々教としての Azizとしてよりも， 印度のイン

テリとしての Azizおよび、個人的性格としての Azizとしての要素か強心

Godboleの場合はブラーミン階段のヒンズー教徒としての要素が強く描出

されている. ヒンズー教の愛の思想については松山氏の論文にくわしいか

ら，ここでは改めて論ずる必要はなかろう.

Aziz に関しては長い間の英国の統治によって培かわれた印度人の対英

態度の一つの型をみることができる.侮蔑にたいして非常に敏感で，誇り

が強心感情的で，愛情を求めることが強心少しでも好意を示す英国人

には過度の好意を示し，全身全霊をささげるような approachをする Aziz

のテンペラメンタルな性格は個人のものとしても考えられるが，同時にま

た印度人としての普遍性をももっていあ.

Marabar Cavesの事件という conflictを通じて， この小説の登場人物

の心には変化が起った. この事件が落着した後，それぞれの人物の結末と
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しては MrsMooreは自己の限界を自覚したとき， その生命も自然に絶

えてしまった. Adela Questedは善意、をもって印度にきたが， 他人を傷

つけ，自己も傷ついて帰芙ずる.彼女は英国に帰ることが“ turnto円で

はなし“return円である乙とを知った. しかしこの事件で彼女がどれだ

け精神的に成長したか，作者は語っていない.ただ彼女も自己の限界を知

ったことだけは確かである. Ronnyの性格は変っていないが9 彼は結婚

する相手を失った. Fielding は善意をもって行動したにも拘らずp 印度に

もどって来て， Azizの拒否にあう. その原因は何かと戸まどうばかりで

ある.彼も精神的には成長していない.むしろ彼は Anglo-Indianに近く

なり，精神的には怠情になり，若い Stellaや Ralphと自分との間に距離

があることを感ずるばかりである. Azizは事件前の nalV巴な英国人にた

いする信頼を失ってしまった.西は東を愛し，友人となってくれるという

昔の理想主義は影をひそめてタ彼は sadder，but wiserな人間となった.

Godboleは事件以前の彼と変らない.何故なればヲ彼は別の次元に属する

人間であり p 始めから或る意味で完成された人間であり p このような事件

は森羅万象のーっとして被の限に映るにすぎないからである.ただ一つ，

将来の希望のある人間像としては，この事件のときには印度にいなかった

Stellaと Ralphが事件後に登場している ζ とを重ねて注意しておく.

〔わたしにはこの作品に描かれているヒ γ ズー教の精神が真のヒンズー

教の姿相であるのか， または Forsterという西洋人の限を通してみた多

少歪曲されたものであるのかよく分らない.) 

頁数は PenguinBooks 48による.


